
《
下
》

位
界
の
ボ
i
ダ
レ
ス
他
が
進

ん
だ
い
ま
、
「
文
佑
の
越
境
」

は
私
た
ち
を
も
器
き
込
ま
ず
に

は
お
か
な
い
。
国
立
民
旗
学
時

…
館
の
特
別
展
で
見
ら
れ
る
ア

ボ
リ
ジ
ニ
や
イ
ヌ
イ
ッ
卜
の
絵

一
が
そ
の
表
出
の
一
例
だ
と
す
れ

一

1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

は
、
私
た
ち
の
内
面
に
対
し
て

は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
越
境
と
は
、
単
に
境
界
の

外
と
内
を
行
き
来
す
る
だ
け
で

な
く
、
心
の
中
の
境
界
を
も
く

ぐ
り
抜
け
る
こ
と
だ
」

「
異
文
化
聞
の
誤
解
は
、
自

ら
の
中
で
起
こ
り
う
る
問
題
を

投
影
し
て
い
る
つ
日
本
や
ド
イ

ツ
に
つ
い
て
米
国
で
警
か
れ
た

本
を
読
ん
で
、
分
か
る
の
は
実稲賀繁美助教授

J
ー

は
米
国
人
の
こ
と
だ
。
同
様
に
際
日
本
文
俗
研
究
セ
ン
タ
ー
で
を
務
め
た
山
口
昌
男
札
幌
大
学

一
人
一
人
の
中
に
も
、
文
化
的
「
文
佑
の
越
境
」
と
題
す
る
国
学
長
と
ロ
ベ
ー
ル
警
脂
(
フ
ラ

な
壁
が
存
在
し
て
い
る
」
際
研
究
集
会
が
開
か
れ
た
。
ニ
ン
ス
)
の
ア
ラ
ン
・
レ
イ
辞
書

先
月
十
日
か
ら
四
日
間
、
国
日
目
の
公
開
講
演
会
で
、
講
師
編
集
主
幹
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

l
i
l
i
-
-
l
i
l
1
1
1
1

指
摘
が
相
次
い
だ
。

集
会
包
企
画
し
た
間
セ
ン
タ

の
稲
賀
繁
美
助
教
授
は
、
文

「文化の越境」をテーマに聞かれた国際日本文化

研究センターの公開講演会(11月11日)

佑
の
越
境
を
「
外
か
ら
被
る
よ
に
十
分
、
検
討
さ
れ
て
い
る
と

う
な
影
響
で
は
な
く
、
地
球
に
は
い
え
な
い
。
今
回
の
集
会
は

住
ん
で
い
る
わ
れ
わ
れ
一
人
一
副
題
に
「
間
文
化
的
コ
ミ

f
一

人
が
自
ら
生
き
、
そ
し
て
他
の
ケ
l
シ
ョ
ン
の
倫
理
に
向
け

人
に
強
い
て
い
る
現
実
」
と
み
て
」
を
掲
げ
、
文
化
の
越
境
に

る
。
た
と
え
ば
日
本
の
食
料
輸
か
か
わ
る
不
平
等
な
ど
も
討
議

入
が
、
そ
れ
を
生
産
で
取
り
上
げ
た
。

国
土
し
て
い
る
外
国
の
農
宮
地
尚
子
近
畿
大
学
講
師

は

υ
業
や
水
産
業
に
大
き
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ジ
ブ
チ
の
難

μ加
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
媛
助
に
携

の
経
済
援
助
が
、
援
助
わ
っ
た
経
験
を
基
に
発
表
し

、
先
の
社
会
に
思
わ
ぬ
た
。
数
多
い
難
民
か
ら
ど
う
や

-

J

ノ
波
紋
を
投
げ
る
。
逆
っ
て
救
出
対
象
を
選
ぶ
の
か
、

人
対
に
、
日
本
に
滞
在
す
選
ん
だ
子
ど
も
を
養
子
と
し
て

レ
い
る
外
国
人
就
業
者
育
て
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
。
こ

寸

J

は
、
日
本
社
会
の
流
う
自
問
し
た
と
い
い
、
援
助
の

J
hノ
儀
や
し
き
た
り
、
規
怒
意
性
や
、
自
分
自
身
の
「
距

沼
出
一
司
則
と
日
々
衝
突
し
離
を
と
っ
た
関
与
」
に
も
疑
問

l

J

「
精
神
的
な
越
境
を
を
投
げ
か
け
た
。
そ
の
発
表
を
、

軍
〈
体
験
し
て
い
る
」
。
稲
賀
助
教
授
は
「
異
文
化
へ
の

h
い
彼
ら
と
接
す
る
私
た
介
入
の
倫
理
を
闘
い
直
す
根
源

〉
ち
も
ま
た
、
自
分
の
的
な
問
題
提
起
だ
っ
た
」
と
摂

十
日
中
の
壁
や
犠
界
線
に
り
返
る
。

間
抑
気
付
か
ざ
る
を
得
な
医
療
介
入
は
極
限
的
な
場
面

い

。

だ

が

、

現

代

に

生

き

る

私

た

ち

自
分
の
内
な
る
世
界
で
文
化
は
日
常
的
に
、
文
似
の
越
境
に

を
越
境
す
る
行
為
が
ご
く
日
常
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

的
に
経
験
さ
れ
る
出
来
事
に
な
こ
で
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る

っ
た
半
面
、
そ
こ
で
発
生
す
る
べ
き
な
の
か
。
「
越
境
を
窓
口
定

事
態
の
分
析
や
、
越
境
に
際
し
的
に
と
ら
え
れ
ば
、
狭
小
な
国

て
の
倫
理
規
定
な
ど
忠
商
的
粋
主
義
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
に

な
る
。
逆
に
越
蟻
へ
の
抵
抗
を

排
除
す
る
と
、
地
球
全
僚
が
特

定
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ

l
ド
に
還
元
さ
れ
、
地
峨
文
出

を
根
絶
や
し
に
す
る
こ
と
に
も
一

結
び
つ
き
か
ね
な
い
」
と
稲
賀

助
教
授
は
警
告
す
る
。
し
か
し
一

こ
の
間
極
端
の
聞
で
、
と
る
べ

き
態
度
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は

不

在

だ

と

い

う

。

一

間
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
会
で

レ
イ
繍
集
主
幹
は
「
自
分
の
文

化
の
中
の
地
理
的
な
対
立
を
考

え
る
こ
と
が
、
文
化
聞
の
壁
を
一

越
え
る
た
め
の
よ
い
ト
レ
l
ニ

ン
グ
に
な
る
」
と
述
べ
た
c

自一

分
の
中
に
あ
る
境
界
線
を
確
一

か
め
、
時
に
そ
の
越
境
を
試
一ι

み
る
こ
と
も
、
ボ
i
ダ
レ
ス
時
一

代
を
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
一

い
一
つ
の
知
恵
か
も
し
れ
な
一

「いまなぜ越境か－問われる異文化介入の倫理」『京都新聞』、1999年12月16日




